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昨年の中学生議会提案がまたまた実現！！

町内３箇所の施設に公衆無線ＬＡＮを設置しました！！

　昨年の中学生議会の提案を受け、公共施設を利用される方の利便性向上と防

災拠点の情報整備のため、このたび町内３箇所の公共施設に公衆無線ＬＡＮを

設置しました。パソコンやスマートフォン、タブレット端末の無線ＬＡＮ対応機

器（Ｗｉ－Ｆｉ）があれば、どなたでもインターネットが利用できます。（※利用

時間には制限があります。また、建物のエリア、通信状況などによっては接続

しにくい場合があります）利用方法は接続ガイドに沿って設定いただくか、利

用場所に設置している設置ガイドをご覧ください。詳しくは江府町ホームページ

をご覧いただくか、江府町役場総務課（☎75-2211）へご連絡ください。

江府町総合健康福祉センター 江府町防災・情報センター ＪＲ江尾駅



ル
で
「
第
８
回
き
ぬ
む
す
め
栽
培
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
芦
立
喜
明
さ
ん
（
奥
大
山
プ
レ
ミ
ア

ム
特
別
栽
培
米
研
究
会
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
鳥
取
県
産
の
「
き
ぬ
む
す
め
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
一
層
の
高
品
質
化
を
目

指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内
各
地
よ

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
整
粒
と
食
味
値
の
合

計
で
行
わ
れ
、
合
計
１
８
１
点
（
整

点
）
と
最
高
得
点
を
出
さ
れ
て
の
最
優
秀
賞
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ

ル
で
「
第
８
回
き
ぬ
む
す
め
栽
培
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
芦
立
喜
明
さ
ん
（
奥
大
山
プ
レ
ミ
ア

ム
特
別
栽
培
米
研
究
会
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
鳥
取
県
産
の
「
き
ぬ
む
す
め
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
一
層
の
高
品
質
化
を
目

指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内
各
地
よ

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
整
粒
と
食
味
値
の
合

毎
年
、
八
月
十
七
日
。

こ
の
日
、
江
府
町
は
一
年
に
一
日
だ
け
、
五
百
年
前

を
偲
び
、
そ
の
当
時
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。

「
江
尾
十
七
夜
」

普
段
人
通
り
の
少
な
い
道
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
山

車
が
展
示
さ
れ
、
昔
懐
か
し
い
露
店
が
並
ぶ
。
町
中

は
人
で
溢
れ
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
空
間
が
広
が
る
。

「
江
美
城
太
鼓
」
の
音
で
祭
り
の
本
格
的
な
始
ま
り

が
告
げ
ら
れ
る
と
、
江
尾
の
町
中
を
流
れ
る
船
谷
川

は
無
数
の
灯
篭
が
彩
り
、
上
ノ
段
広
場
で
は
伝
統
の

「
貝
田
傘
踊
り
」
や
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
こ

だ
い
ぢ
踊
り
」
が
見
る
人
を
魅
了
し
て
い
く
。
そ
し

て
、
久
連
山
に
火
文
字
が
灯
り
、
花
火
が
響
き
渡
り
、

祭
り
を
締
め
く
く
る
・
・
・
。

五
百
年
前
の
当
時
と
現
在
と
を
結
び
つ
け
る
名
残
り

を
、
江
尾
の
町
並
み
か
ら
追
う
。

－特 集－

平成30年８月号

町
並
み
と
江
尾
十
七
夜

3

▲江美城主郭（本丸）跡周辺から眺めた江尾の町並み▲江美城主郭（本丸）跡周辺から眺めた江尾の町並み
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江
尾
町
の
成
立
　

　
江
美
城
の
城
下
町
は
西
の
日
野
川
、

南
の
南
谷
川
、
北
の
船
谷
川
を
総
構
え

と
し
発
展
し
て
き
た
。
給
人
団
居
地
域

（
侍
屋
敷
）
は
本
丸
の
北
約
30

㍍
の
崖

下
で
、
「
土
居
ノ
内
」
「
上
ノ
段
」
の

小
字
の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
二

の
丸
と
呼
ば
れ
、
日
野
川
や
船
谷
川
か

ら
の
比
高
が
約
10

㍍
あ
り
、
現
在
は
江

府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
東
祥
寺
、

墓
地
、
江
美
神
社
な
ど
の
敷
地
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
あ
る

所
に
は
「
土
居
ノ
内
」
の
地
名
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
城
下
町
時
代
は
江

美
城
を
治
め
た
蜂
塚
氏
を
は
じ
め
と
す

る
高
級
給
人
（
上
級
武
士
）
の
居
館
地

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
の
丸
の

東
辺
に
「
馬
場
」
「
馬
場
道
下
」
な
ど

の
小
字
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
付
近
の
「
馬
場
」
「
寺
の
前
」
一

帯
が
下
級
給
人
（
下
級
武
士
）
の
居
住

地
域
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
城
下
市
町
（
町
屋
）
地
区
は
城
館
の

北
・
西
麓
一
帯
で
二
つ
の
交
通
路
に
沿

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ

は
西
麓
の
日
野
川
沿
い
に
奥
日
野
へ
至

る
道
の
両
側
で
、
「
上
東
屋
敷
」
「
中

西
屋
敷
」
「
上
西
屋
敷
」
の
地
域
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
北
麓
の
船
谷
川
に

沿
い
に
宮
市
・
大
河
原
を
経
て
大
山
寺

へ
通
じ
る
道
に
面
す
る
「
新
町
北
屋

敷
」
「
新
町
南
屋
敷
」
「
下
東
屋
敷
」

の
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
町
屋
地
区

の
家
屋
は
、
現
在
の
よ
う
に
は
密
着
せ

ず
、
道
路
沿
い
に
点
在
し
て
い
て
、
経

済
的
な
機
能
を
有
す
る
集
落
を
形
成
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
町
屋
地
区
も
江
尾
が
渓
谷
（
谷

口
）
集
落
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
た

め
、
時
代
の
推
移
と
共
に
、
戸
数
も
増

加
し
、
経
済
も
さ
ら
に
発
展
し
て
い
っ

た
。

▲江府町役場本庁舎は小字「馬場」に位置し、当時は銃馬の
　練習場であったことが推測される

▲東祥寺の塀はかつての江美城を偲ばせる銃眼を保存している

▲八幡丸（現：江府町歴史民俗資料館）へと続く道

▲家と家が密集して隣接する新町通り

「
五
百
年
の
時
を
超
え
て
、
現
代
と
繋
が
る
町
並
み
が
こ
こ
に
あ
る
」

哀
し
く
も
、
ゆ
か
し
い
物
語
が
今
も
尚
、
「
江
尾
十
七
夜
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
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受
け
継
が
れ
る
江
尾
十
七
夜

　
文
明
年
間
に
尼
子
氏
が
家
臣
蜂
塚
氏

に
命
じ
て
築
城
し
て
以
来
、
四
代
に
わ

た
り
居
城
と
し
た
の
が
江
美
城
で
あ
る
。

蜂
塚
氏
は
初
代
城
主
以
来
、
代
々
に
わ

た
り
鉄
穴
（
カ
ン
ナ
）
お
よ
び
鉄
山

（
製
鉄
）
と
改
田
稲
作
の
技
法
を
家
伝

と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
鉄
山
・
稲
作
地

帯
を
守
護
す
る
強
力
な
武
力
集
団
と
し

て
も
特
色
あ
る
一
門
で
あ
っ
た
。
盂
蘭

盆
の
八
月
十
七
日
の
夜
は
城
門
を
開
放

し
、
町
民
や
農
民
た
ち
を
自
由
に
場
内

へ
の
出
入
り
を
許
し
、
武
士
も
こ
の
夜

ば
か
り
は
丸
腰
で
、
無
礼
講
と
し
て
盆

の
供
養
と
豊
年
を
祈
る
踊
り
と
力
く
ら

べ
の
角
力
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
を
毎

年
の
恒
例
と
し
て
い
た
。

　
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
年
）
八
月
朔

日
、
毛
利
軍
は
尾
高
泉
山
城
の
杉
原
盛

重
、
吉
川
元
春
の
武
将
二
宮
杢
介
・
森

脇
右
衛
門
尉
ら
の
大
軍
に
よ
る
江
美
城

攻
撃
を
行
っ
た
。
江
美
城
四
代
城
主
右

衛
門
尉
は
迎
え
撃
つ
も
、
同
年
八
月
六

日
、
天
狗
ケ
滝
・
兎
丸
・
銀
杏
ノ
段
な

ど
か
ら
、
三
千
余
騎
の
大
軍
の
鉄
砲
に

よ
る
総
攻
撃
を
受
け
、
江
美
城
は
落
城

し
た
。
こ
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
下
剋
上
の
風
潮
の
世
情
か
ら
み
て
、

尼
子
と
譜
代
関
係
の
な
い
伯
耆
の
国
人

が
、
尼
子
氏
の
た
め
に
殉
じ
た
こ
と
は
、

世
の
中
の
人
々
を
強
く
驚
か
せ
た
出
来

事
で
あ
っ
た
。

　
落
城
後
、
毛
利
の
支
配
下
と
な
っ
た

城
下
の
住
民
た
ち
は
、
蜂
塚
氏
在
城
の

頃
を
慕
い
哀
し
み
、
毛
利
の
非
常
に
物

云
う
如
く
、
毎
年
盂
蘭
盆
の
十
七
夜
の

夜
に
念
仏
の
心
を
抱
い
て
踊
り
伝
え
た
。

五
百
年
の
時
を
超
え
た
現
代
で
も
、
踊

り
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
参
考

…

江
府
町
史

は
ち

 
 

つ
か

た
ち

も
り

し
げ

き
っ
　
か
わ

う

 
 
 
 

え

 

も
ん
の
じ
ょ
う

う

え

 

も
ん
の
じ
ょ
う

も
く

お
　
だ
か
い
ず
み

 

や
ま

て
ん

 

ご
う

 
 
 

が 
 
 

た
き

う
さ
ぎ
ま
る

い
　
ち
ょ
う
　
の
　
だ
ん

つ
い

ぼ
ん

う
　

ら

▲江美神社では日中に少年相撲大会、夜には18歳以上による
　十七夜相撲大会が行われている

▲かつての中西屋敷周辺（現：江尾駅周辺）に露店が並ぶ中
　を練り歩く「江美城太鼓」の様子

▲船谷川の灯ろうは、郷愁の想いを誘う、幻想的な風景を
　映し出している
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先
人
か
ら
の
想
い
を
継
ぐ

　
「
こ
だ
い
ぢ
踊
り
」
は
「
江
尾
十
七

夜
」
を
象
徴
す
る
。
「
先
人
た
ち
が
ず

っ
と
守
っ
て
き
た
踊
り
を
、
我
々
の
世

代
で
無
く
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
『
い
か
に
後
世
に

伝
え
て
い
く
か
』
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

若
手
の
担
い
手
も
新
し
く
加
わ
り
ま
し

た
が
、
全
体
的
に
は
担
い
手
の
高
齢
化

は
進
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、『
後
継
者
が

増
え
て
い
け
ば
い
い
な
』
と
思
い
を
込

め
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
今
、
小
学

校
や
中
学
校
で
も
踊
り
の
学
習
が
あ
り
、

若
い
世
代
が
受
け
継
い
で
い
る
の
は
大

変
嬉
し
い
で
す
。
近
年
、
町
外
か
ら
参

加
さ
れ
る
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

『
来
る
者
拒
ま
ず
』
で
す
の
で
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

今
年
の
意
気
込
み
は
、
「
何
事
も
な
く
、

無
事
に
繋
い
で
い
く
こ
と
で
す
」
と
、

見
山
会
長
は
語
ら
れ
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
名
残
り
が
祭
り
の
魅
力

　
五
百
年
の
伝
統
「
江
尾
十
七
夜
」
が
今

年
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。「
新
し
い
変

化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
例
え
ば
、
花
火
が
綺
麗
に

見
え
る
場
所
に
さ
じ
き
席
を
有
料
で
設

け
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
昔
は

夜
が
明
け
る
ま
で
相
撲
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。
近
隣
の
市
町
村
か
ら
も
若
者
が

相
撲
を
取
り
に
来
た
り
、
集
落
対
抗
戦

も
あ
っ
た
り
と
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
対

抗
戦
が
復
活
し
た
ら
面
白
い
な
と
思
い

ま
す
ね
。
近
年
、
大
人
の
相
撲
大
会
が
復

活
し
、
祭
り
の
花
形
に
な
っ
て
き
た
の

は
大
変
嬉
し
い
で
す
。
江
尾
十
七
夜
は

昔
な
が
ら
の
祭
り
で
そ
の
名
残
り
が
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
人
を
魅
了
し
楽
し

め
る
と
思
い
ま
す
。
後
継
者
を
育
て
て
、

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

も
長
く
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
川
上
会
長
は
語
ら
れ
ま
し
た
。

こだいぢ踊り保存会　見山 收 会長

江府町観光協会　川上 和人 会長

▲「こだいぢ踊り」の様子（上ノ段広場）

同じ踊りの　輪の中に
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　越峠嘉道さん（下蚊屋）が、全国和牛登録協会創立70周年

記念登録事業功労者会員農家特別表彰を受賞され、7月５日

に鳥取西部農協で伝達式が行われました。全国和牛登録協会

とは、全国の和牛の登録や育種改良に関する事業を行ってい

る団体です。今回の受賞は、越峠さんの長年に渡る和牛改良

の功績が認められたものです。

長年の和牛育成の
　　　　　功績が認められました

7/5

　降り続いた大雨の影響で７月８日に予定されていたすべての
競技は中止となりましたが、その他の日程で行われた各種目で
熱戦が繰り広げられました。江府町は「ソフトテニス壮年」「バ
レーボール家庭婦人」で優勝を飾るなど各競技で熱い戦いが
繰り広げられました。結果は以下のとおりです。
各種目結果

　第一位　ソフトテニス壮年、バレーボール家庭婦人
　第二位　野球、卓球、ゴルフ　　第三位　バレーボール一般男子
総合成績

　第一位　日野町　　第二位　日南町　　第三位　江府町

「第73回日野郡民総合体育大会」が開催されました 6/24～

　７月16日に小学生の部、７月26・
27日に中学生の部が運動公園テ
ニスコートで行われ、山陰両県から
総勢102組、204人が参加し、日頃
鍛えた心技を尽くして戦いました。
結果については左記の通りです。

小学生男子の部　優　勝　　田中・佐々木（東山ジュニア）

　　　　　　　　準優勝　　米田・山﨑（東山ジュニア）

　　　　　　　　第３位　　勝田・船本（就将ソフトテニス部）

　　　　　　　　第３位　　荒木・山縣（黒坂ジュニア）

小学生女子の部　優　勝　　渡辺・川井（明道スポーツ少年団）

　　　　　　　　準優勝　　岩本・高野（明道スポーツ少年団）

　　　　　　　　第３位　　山﨑・尾島（羽合スポーツ少年団）

　　　　　　　　第３位　　安達・波多野（伯耆ＳＴＣ）

中学生男子の部　優　勝　　松本・大田（日野町立日野中学校）ペア

　　　　　　　　準優勝　　吹野・柿田（安来市立第一中学校）ペア

　　　　　　　　第３位　　三上・岩田（安来市立第一中学校）ペア

　　　　　　　　第３位　　加藤・藤原（江府町立江府中学校）ペア

中学生女子の部　優　勝　　別所・吉岡（松江市立東出雲中学校）

　　　　　　　　準優勝　　松浦・古藤（松江市立東出雲中学校）

　　　　　　　　第３位　　遠藤・下村（江府町立江府中学校）

　　　　　　　　第３位　　藤本・高尾（松江市立東出雲中学校）

　　　　　　※詳しい対戦の結果は町ホームページをご覧ください。

7/16、26・27 江府中学校の２ペアが３位健闘
　　　　　　　～第70回山陰少年ソフトテニス選手権大会～

▲左から鳥取西部農協の谷本代表理事組合長と

　受賞者の越峠さん

▲優勝されたソフトテニス壮年のみなさん

▲中学生男子の部　第３位加藤・藤原ペア

▲中学生女子の部　第３位遠藤・下村ペア
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まちの話題

　「２０１８ はたらく車とふれあう 交通安全・防災教室 ｉｎ 道の駅
奥大山」がチロル観光と道の駅奥大山による企画・運営で開催さ
れました。当日は大勢の親子連れなどが参加し、警察官・消防士に
よる夏休み前の「交通安全・防災教室」を実施。パトカー、消防車、
大型観光バスなど「はたらく車」の乗車体験などが行われました。
また、ミニ四駆大会も開かれ、子供たちは自分で作ったマシンで競
い合いました。参加者からは「子供たちがわくわくする企画や勉
強になることが多く、とても楽しかった」との声が聞けました。

「はたらく車」を近くで見れて乗車体験できるイベントが行われました。

　来年の春、全国の緑の関係者が一堂に集い、広く都市緑化意
識の高揚を図り、緑豊かな潤いのある住みよい環境づくりを目指
して、緑を守り育てる国民運動を積極的に推進することを目的
に、第30回全国「みどりの愛護」のつどいが鳥取市布施のコカ・
コーラボトラーズジャパンスポーツパークを会場として開催され
ます。それに伴い、県内全市町村を植栽でリレーする「みどりのリ
レー」が「道の駅奥大山グランドオープン祭」にて実施されまし
た。植栽に使用した「移植ごて」をバトンがわりに使用し、伯耆町
から受け取り日南町に引き継ぎました。日南町からはオッサン
ショウウオも訪れて、子どもたちに大人気でした。

来年春開催！！第30回全国「みどりの愛護」のつどいに向けた、
　　　　　　　　　　　　　　「みどりのリレー」が行われました

7/15

7/22

　「サントリー天然水・奥大山ブナの森工場」は2008年

６月に工場見学をスタートし、このたび工場見学来場者

が10万人を突破。社会科見学で訪れていた、境港市立

上道小学校の４年生39名に記念品が授与されました。

サントリーの吉岡工場長は「地域の皆様に支えられて

10年、地域の魅力を県内外の方にお伝えする活動をし

てきました。これからも皆様に愛される工場にしたいで

す」と話されました。

＃水の山行ってきた！
サントリー天然水・奥大山ブナの森工場見学ツアー、来場者10万人達成！！

　「第１回奥大山そば栽培講習会(主催：奥大山蕎麦ブラン
ド化推進協議会)」がサントリー天然水・奥大山ブナの森工
場厚生棟「モリトミズ」で開催され30名の方が参加されまし
た。講習会では日野農業改良普及所の長戸竜志普及員に
よる栽培技術講習や、鳥取県指導農業士の竹内敏朗さん
による笠良原のそば畑現地指導が行われ、受講者はそば
栽培の基本的な技術を学びました。講習会終了後は市民
農園カサラファームでそばの試食会も開催されました。

“奥大山そば”栽培講習会開催

6/28

7/19

あがりみち

▲「移植ごて」でバトンリレー

▲白バイに乗って記念撮影♪

▲「１．２のサントリー！」元気いっぱい良い笑顔

▲皆さん熱心に指導を受けていました



まちの話題

9 平成30年８月号

いざという時に役立つ知識と技術を学ぼう 7/22

　江府町防災・情報センターにて、「江府町少年消防クラ

ブ研修」が行われました。子どもたちから「友だちがけが

をしていたら何かをしてあげたい」と要望があり、今回の

研修は実習形式の内容で行われました。はじめに江府消

防署員による「命の大切さ」の講話を聞き、その後、署員や

女性消防団員による指導のもと、応急手当や心肺蘇生法、

119番のかけかたなどを学んでいきました。子どもたちの

なかには「将来大きくなったら消防の仕事をしてみたい」

と話す方もおられました。

　７月10日、江府小学校で防犯教室が実施されました。黒坂警察署から

講師をお呼びして、不審者の見極め方や不審者に出会った時の対処法

を習いました。また、実際に不審者に遭遇した時の逃げ方や大声の出し

方の練習もありました。７月13日には、江府中学校で防災訓練と併せて

防犯についての学習を実施しました。

　青少年育成江府町民会議では、地域づくり支援部会が中心となり「子

どもかけこみ110番の家」の名簿の更新、マップ作りに取り組んでいま

す。名簿については更新作業が終了し、町内の各学校へ配布しました。

6/29、7/27

7/10、13 青少年の安心・安全を守るため ～青少年育成江府町民会議～

　「安く・楽しく・賑やかに交流する」をコンセプトに、ＮＰＯ法人

奥大山倶楽部（以下同法人）が毎月一回限定で企画。第１回目

を６月29日、第２回目を７月27日に道の駅奥大山お食事処「な

ないろ樫」で開催し、多くのお客さんで賑わいました。気軽に

立ち寄ってもらえるよう低価格に設定し、メニューも豊富。同

法人メンバーで作った野菜を取り入れたメニューも開発中で

す。次回は８月24日18時から道の駅奥大山お食事処「なない

ろ樫」で開催予定です。

月１限定で奥大山BARやってます♪

7/23

　第24回鳥取県図書館大会が米子市文化ホール、米子コンベン

ションセンターで開催されました。「体験！ビブリオバトル～本の魅力

×初めての出会い～」の分科会では、江府ビブリオバトル実行委員

会の会長梅林一之さんが江府町内でのビブリオバトルの取り組みを

紹介し、６月に町内で行われたビブリオバトルで最多票を獲得した谷

口宗一郎さん（小原）が実演しました。県内の大学や高専など６名

の発表者のなか、谷口さんが発表された「１から学ぶ大人の数学教

室」が同率最多得票となりました。谷口さんは「本との出会いは一

期一会。大切にしていきたい」と話されました。

谷口さんが紹介した本が同率最多得票でチャンプ本に決定！！

▲心肺蘇生法を学ぶ様子

▲持参した本を５分間で紹介する様子

▲講師による説明の様子

▲賑わう店内の様子
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江府町集落総合点検事業

【問１２】あなたの「集落」への移住者の受け入れについてどう考えますか？

・【問12】の移住者の受け入れは、約７割の方が賛同されていますが、その内３割の方が「慎重
に」と回答されています。

・【問16】の人口減少についての考えでは、約８割の方が「何らかの歯止めをかけるべき」と回答
されている一方で、移住者の受入れに３割の方が「受け入れるべきでない」又は「わからない」
と回答されています。

・【問12】と【問16】について、旧小学校区別に比較してみますと、「受け入れるべきでない」又
は「わからない」と回答された方の割合が多いと「人口減少はやむを得ない」と回答された方の割
合が多くなる相関関係が見られます。

・人口減少に歯止めをかけるには、移住定住者を増やすことが一つの施策ですが、施策を進める上で、
移住者の受け入れ体制を整えることが必要であるとの結果になっています。

「町民アンケート」の集計結果について④

「集落」や「集落」の将来について

（移住者の受入れと人口減少について）

「集落」や「集落」の将来について

（移住者の受入れと人口減少について）

全体

旧俣野校区

旧明倫校区

旧米沢校区

旧江尾校区②

旧江尾校区①

■積極的に受け入れるべき　■慎重に受け入れるべき　■あまり受け入れるべきでない　■受け入れるべきでない　■わからない　■その他

旧江尾校区１[本町１～５丁目、新町１～２丁目、小江尾、久連、美女石、佐川、柿原]

旧江尾校区２[大満、貝田、吉原、西成、袋原、大河原、宮市]

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

【問１６】江府町の人口が減少していくことについて、あなたの考えに近いものは？

全体

旧俣野校区

旧明倫校区

旧米沢校区

旧江尾校区②

旧江尾校区①

■減少は望ましくない。増加するよう努力すべき　■減少は望ましくない。現在程度の人口を維持　■減少はやむを得ないが、歯止めをかけるべき　■減少はやむを得ない　■その他

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

33.6%

36.7%

20.0%

42.6%

28.8%
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1.9%1.9%

0.6%0.6%

1.8%1.8%

0.0%

2.1%2.1%

20.5% 3.2%4.5%4.5%

1.4%1.4%1.4%

6.7% 4.6%4.6%

3.6%3.2%3.2%

1.4%0.9%0.9%

33.9% 26.2%

33.3% 36.5%

37.5% 22.4%

36.8% 30.2%

34.2% 30.2%

30.7% 22.3%

18.9%

21.1%

21.2%

15.5%

17.1%

19.0%

0.8%

0.7%

0.3%

0.4%

2.4%

0.8%

19.0% 41.2%

38.8%

39.8%

39.2%

42.7%

43.1%

18.4%

23.9%

20.9%

14.2%

17.6%

20.1%

21.1%

14.7%

24.1%

23.7%

19.6%
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り
の
中
で
、
お
互
い
が
認
め
合
い
、
誰
も

が
役
割
と
出
番
を
持
つ
こ
と
で
、
生
き
が

い
が
生
ま
れ
ま
す
。
生
き
が
い
と
言
う
と
、

高
齢
者
の
こ
と
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
世
代
を
超
え
て
、
み
ん
な
が
自

然
に
集
ま
り
、
受
け
入
れ
合
う
こ
と
で
、

子
ど
も
に
も
、
若
者
に
も
、
地
域
で
の
役

割
が
で
き
ま
す
。
誰
か
が
一
方
的
に
誰
か

を
支
え
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
こ

う
し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
地
域
に

参
加
す
る
先
に
は
、
き
っ
と
「
感
謝
さ
れ

る
喜
び
」
と
「
楽
し
さ
」
が
あ
る
は
ず
。
高

橋
さ
ん
の
お
話
の
事
例
に
登
場
す
る
み

な
さ
ん
は
、
住
む
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
共
感
を
持
っ
て
、
と
て
も
い
き
い
き
と

輝
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
、
二
年
目
に
入
っ
た
集
落
総
合
点

検
が
40
集
落
で
次
々
と
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
江
府
町
に
は
、
古
く
か
ら
集
落
内

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
助
け
合
い
が
息

づ
い
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や
人
口
減
少

な
ど
深
刻
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
大
切
に
、
支
え
て
、

支
え
ら
れ
て
、
共
に
笑
顔
で
暮
ら
す…

。

い
き
い
き
と
輝
く
笑
顔
の
輪
が
広
が
る

よ
う
に
、
ま
ず
は
身
近
な
集
落
か
ら
『
自

然
に
助
け
合
え
る
江
府
町
』
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

「
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
の
支
え
合

い
〜
自
然
に
助
け
合
え
る
江
府
町
を
め

ざ
し
て
〜
」
。
７
月
28
日
、
連
日
の
酷
暑
、

そ
し
て
台
風
十
二
号
の
近
づ
く
中
、
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
江
府
町
の
高
齢
者
の
現
状
と
、

そ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
今
後

の
方
向
性
な
ど
を
お
話
し
し
た
後
、
冒
頭

の
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
は
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉

財
団
の
高
橋
望
さ
ん
。
「
住
民
が
主
役
と

な
り
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」「
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
保
た
れ
、
役
割
の
持
て
る
社

会
」
づ
く
り
が
日
本
全
体
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
、
日
々
、
精
力
的
に
各
地

を
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
話
の
中

で
も
、
日
ご
ろ
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た

様
々
な
地
域
の
「
支
え
合
い
」
事
例
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
他
地
域
の
活
動

が
参
考
に
な
っ
た
」
「
具
体
的
な
事
例
が

聞
け
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
月
の
こ
の
欄
で
も
触
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
生
き
が
い
」「
役
割
・
出

番
」
そ
し
て
「
つ
な
が
り
」
で
す
。
つ
な
が

　

町
報
こ
う
ふ
平
成
29
年
12
月
号
に
次

の
と
お
り
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
江
府
町
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
江
府
町
ふ
る
さ
と
大
使
の
皆

さ
ん
を
始
め
、
奥
大
山
・
江
府
町
に
関

心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
人
と
の
つ
な
が

り
を
広
げ
、
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
町
外
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
・
ア
イ
デ
ア
を
地
域
に
も
た
ら
す
た

め
に
、
『
関
係
人
口
』
を
今
後
一
層
、

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
。
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
た

め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
江
府
町
観

光
協
会
に
お
願
い
し
て
、
「
奥
大
山
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
奥
大
山
江
府
町
の
こ
と
が
好

き
な
人
な
ら
誰
で
も
入
会
で
き
、
奥
大

山
へ
来
て
・
見
て
・
関
わ
っ
て
・
応
援

し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
の
輪
を
一
緒
に
広

げ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
の
特
典
の
一
つ
と
し
て
、
町
内

の
加
盟
店
で
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
江
府

町
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
観
光
、
宿
泊
、

飲
食
、
土
産
物
の
購
入
等
の
経
済
的
な

効
果
も
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
移
住
定
住
や

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報

の
提
供
、
ア
イ
デ
ア
募
集

な
ど
を
通
じ
て
、
奥
大
山

江
府
町
の
こ
と
を
も
っ
と

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
江
府
町
に
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
理
想

的
で
す
。
も
ち
ろ
ん
町
内
の
方
で
も
加

入
は
で
き
ま
す
。
目
指
せ
！
３
０
０
０

人
。
ま
ず
は
、
そ
こ
を
目
標
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方

に
教
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
奥
大
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
）

（h
ttp

://o
k
u
d
a
ise

n
fa
n
.c
lu
b
/

）

動画で町報こうふ!

白石町長コラムVol.24

「
関
係
人
口
」
が
も
た
ら
す
も
の

｢

不
易
流
行｣

ふ    
え
き  
り
ゅ
う  
こ
う

〜
よ
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら（
不
易
）

     

進
歩
に
目
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と（
流
行
）に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

「
理
想
」
を
創
造
す
る
〜

「
３
０
０
０
人
の
楽
し
い
町
」

    

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
活
動
報
告

今回の講演会の様子は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。

▲入会するとオリジナルカードがもらえます
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　7月25日(水)から27日(金)までの

3日間、姉妹町である西ノ島町と

交歓臨海学校を行いました。姉妹

町提携は昭和54年から続き、翌年から子どもたちの交流も

続いています。

　今年は江府小学校の5年生7名が参加し、西ノ島小学校の5年生

23名と交流をしました。

　1日目は、西ノ島町の子どもたちや先生方と一緒に素潜りに挑戦

しました。西ノ島町の子どもたちに教えてもらいながら、ドライ

バーを片手にサザエなどたくさんの貝を採りました。浜辺ではスイ

カ割りをして、みんなでおいしくいただきました。

　2日目は、海洋センターで、カヌーやヨット、ローボートを体験し

ました。初めて体験する子どももいましたが、終了時間が近づくに

つれてみんなが上達し、「もっとやりたい」との声が聞こえるほど、

子どもたちは楽しんでいました。その後、西ノ島町の子どもたちが、

2年前に新築された西ノ島小・中学校と、今年の7月21日（土）に開

館したばかりの西ノ島町コミュニティ図書館「いかあ屋」を案内し

てくれました。摩天崖などの観光もしました。

　最終日である3日目は、

仲良くなった西ノ島町

の子どもたちが別府港

へ見送りに来てくれま

した。色とりどりの

テープで手をつなぎ、

別れを惜しみました。

　絶好の天気に恵まれ、元気いっぱいに海を満喫しながら、

西ノ島町の子どもたちとの親睦を深めた3日間でした。

　次に子どもたちが会うのは冬です。西ノ島町の子どもたち

を江府町に迎え、交歓スキー教室を通してさらに親睦を深める

予定です。

別れを惜しみました。

　次に子どもたちが会うのは冬です。西ノ島町の子どもたち

を江府町に迎え、交歓スキー教室を通してさらに親睦を深める

つれてみんなが上達し、「もっとやりたい」との声が聞こえるほど、

子どもたちは楽しんでいました。その後、西ノ島町の子どもたちが、

2年前に新築された西ノ島小・中学校と、今年の7月21日（土）に開

館したばかりの西ノ島町コミュニティ図書館「いかあ屋」を案内し

交歓臨海学校を行いました。姉妹

　1日目は、西ノ島町の子どもたちや先生方と一緒に素潜りに挑戦

しました。西ノ島町の子どもたちに教えてもらいながら、ドライ

バーを片手にサザエなどたくさんの貝を採りました。浜辺ではスイ

　2日目は、海洋センターで、カヌーやヨット、ローボートを体験し

ました。初めて体験する子どももいましたが、終了時間が近づくに

　2日目は、海洋センターで、カヌーやヨット、ローボートを体験し

ました。初めて体験する子どももいましたが、終了時間が近づくに

交歓臨海学校を行いました。姉妹

町提携は昭和54年から続き、翌年から子どもたちの交流も

＃磯遊び＃磯遊び

＃ヨット＃ヨット

＃ローボート＃ローボート

＃摩天崖＃摩天崖

＃集合写真＃集合写真

＃見送
り

＃見送
り

江府町・西ノ島町

交歓臨海学校

江府町・西ノ島町

交歓臨海学校
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今年の夏もやっぱり！

土曜ふれあい夜市

子供の国保育園

　
７
月
14

日
（
土
）
、
江
尾

駅
前
特
設
会
場
に
て
、
江
府

町
商
工
会
青
年
部
と
商
工
会

主
催
の
「
土
曜
ふ
れ
あ
い
夜

市
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
ゴ
ム
拳
銃
の
射
的

や
紙
飛
行
機
飛
ば
し
も
行
わ

れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
中

に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は

萬
屋
（
よ
ろ
ず
や
）
バ
ン
ド

が
素
敵
な
音
色
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
！

　
７
月
20

日
（
金
）
、
子

供
の
国
保
育
園
で
毎
年
恒

例
の
夕
涼
み
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昼
間
の
暑
さ

が
納
ま
っ
て
き
た
頃
、
年

長
さ
ん
の
力
強
い
太
鼓
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
お

さ
か
な
す
く
い
に
ヨ
ー

ヨ
ー
屋
さ
ん
、
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
等
の
出
店

は
大
賑
わ
い
！
大
抽
選
会

の
後
は
、
花
火
も
打
ち
上

げ
ら
れ
、
園
児
た
ち
は
大

興
奮
で
し
た
！

▲手作り飛行機を飛ばして景品ゲット！▲手作り飛行機を飛ばして景品ゲット！

▲たくさんへびを叩けたよ！▲たくさんへびを叩けたよ！

▲スーパーボールすくい、みんな上手！▲スーパーボールすくい、みんな上手！

▲保護者の皆様、準備お疲れ様

　でした！

▲保護者の皆様、準備お疲れ様

　でした！

▲的を狙って・・・ナイスヒット！▲的を狙って・・・ナイスヒット！
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◎
貸
出
冊
数

無
制
限

 

 

開
館
以
来

貸
出
冊
数

上
限

冊

当
館

月

日

無
制
限

 

今
後

冊
数

気

何

冊

借

貸
出
期
限

週
間

変

借

読

切

事
態

注
意

 

 

◎

無
制
限

伴

注
意
点 

貸
出
期
限

大
幅

過

図
書

持

場
合

貸
出
冊
数

無
制
限

無
効

延
滞
図
書

返
却

新

借

予
約

取

置

不
可

 

図
書
館

本

本

返
却
期

限

守

活
用

 

 

◎

後

見
取

図 

 

月

後

図
書
館

階

紹
介

 

                 
入

口

真
正
面

向

横

移
動

来
館

時

書
架

目

入

図
書
館

入

好
評

 

◎
大
活
字
図
書

紹
介 

 
 

大
活
字
図
書

名

通

大

活
字

図
書

 

 

例

通
常

一
般
書

文
字

町
報

同

大
活

字
図
書

大

本

読

 

         

名
作

人
気
作

中
心

文
字

改

刊
行

 

   

図 書 館 だ よ り 
江府町立図書館（江府町防災・情報センター内） 

開館時間：月～金  午前８時３０分～午後７時 

       土日祝  午前８時４５分～午後５時３０分 

お問い合わせ：

※8月13日～17日は変則の時間になります。詳しくはP23をごらん下さい。

７５－２００５（江府町教育委員会事務局・共通 ） 

 

▲書架の位置がわかりやすいよう、机や椅子等は省略しています 

▲字が大きい分、１冊が数冊に

▲大きな活字で読みやすい 

▲こんなに大きな字の本も 

▲黒地に白字の本もあります 

まちの教育
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まちの教育

Happy Diary 24Happy Diary 24

Hello, everyone!

Sadly, this will be my last Happy Diary entry …  I can’ t believe two years have already gone by!  

But now the time has come for me to say goodbye to Kofu and return to America.

Living here has definitely been an adventure, and it was wonderful being able to share it with you 

all.  I hope you were able to get a little enjoyment out of it as well— and maybe you even learned 

something!  Thank you for reading and following my experiences these past two years.  As I go 

on to face my own challenges, I wish you all the best in everything you do.  Now go out and have 

your own adventures!

See you, Kofu-cho!

- Kimmy

みなさんこんにちは。
　残念なことに、これが最後のハッピーダイアリーとなります。もう２年が経ったなんて信じられません。江府
にお別れを言い、アメリカに帰るときが来てしまいました。
　ここに住むことは、私にとって明らかに冒険でした。そしてみなさんとその冒険を共有できたことはとても素
晴らしい経験でした。みなさんも私と同じように少しでも楽しいと感じてくれていたら嬉しいです。そして何か
学んでいることでしょう。この２年間、私の体験を読んで頂いてありがとうございました。私は自分の道に進
みますが、みなさんのご多幸をお祈りしています。それでは、皆さんも自分の冒険へ出かけてくださいね。

またね、江府町

キミー

キミー先生の キミー先生の 
キミー先生の動画は
こちらから

～ ハッピー ダイアリー ～

キミー先生

２年間お世話になりました。

本当にありがとうございました！！

▲離任式にて拍手で見送られるキミー先生

公
民
館
講
座
の
ご
紹
介

公
民
館
講
座
の
ご
紹
介

　
「
何
か
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
た
い
」
「
活
動
し
た
い
け

ど
集
ま
る
場
所
が
無
く
て…

」
と
い
う
町
民
の
み
な
さ
ん

の
声
を
受
け
て
、
江
府
町
で
は
公
民

館
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
２
種
類
あ
る
公
民
館
講
座
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
間
講
座
：
月
に
１
回
、
年
間
概
ね

10
回
活
動
を
行
い
ま
す
。
受
講
料
は
１
講
座
年
間  

５
０
０

０
円
。
（※

別
途
材
料
代
が
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）
今

年
度
は
８
種
類
の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
講
座
：
町
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に
運
営
し
て
い

ま
す
。
受
講
料
、
開
催
頻
度
は
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
10
種
類
の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
講
中
の
講
座
の
他
に
新
規
に
開
設
す
る
こ
と
も
出
来

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
江
府
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
℡
７
５―

２
０
０
５
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
次
回
か
ら
は
各
公
民
館
講
座
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
お
楽
し
み
に
！
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地域おこし協力隊通信

江府町の地域おこし協力隊の活動日記　　

①岩﨑智恵　４８歳　神戸市岡本出身

　（元：尼崎市武庫之荘）

②自己流マッサージ

③自然が豊かで、水も空気も美味しいコト。

朝の鳥の鳴き声や川の流れる音が身近に

感じられるのはとても幸せです！

④移動が車ばかり使うので、つい運動不足

になって太ってしまった。あと、近所に

美味しいパン屋さんと温泉が無いこと。

⑤どこも好きだけど、あえて言うなら…柿

原のクロモジいっぱいの森♡

①松本良史　３５歳　兵庫県尼崎市出身

②着物の着付け、料理

③人混みが皆無。綺麗な自然に囲まれた

日々は最高です！

④歩いて行ける居酒屋が無い事。

⑤自分が住んでいる宮市集落はお世辞抜き

で大好きです。宮市の田んぼか

　らは奥大山もきれいに見えます！

①桒畑才文　２９歳　オーストラリア出身

②力仕事

③農業に思い切って励めること。美しい環

境で生活出来る事。

④無い

⑤カサラファームと自分の田んぼや畑。

広々と広がるこの地形と数多い渓流。大

山を眺めるのが最高！

いわさき ち   え

くわはたさいもん

まつもとよしふみ

＃竹をメンマに＃竹をメンマに

＃クロモジオイルを作ってます＃クロモジオイルを作ってます

＃とんかち屋さんでの作業＃とんかち屋さんでの作業

＃美味しいお米を作るぞー！＃美味しいお米を作るぞー！

＃国際文化交流も＃国際文化交流も

＃日々のほ場水管理＃日々のほ場水管理

＃カサラファームで

　　　ベリーを収穫

＃カサラファームで

　　　ベリーを収穫

＃生き物調査＃生き物調査

＃田んぼのすじ付け＃田んぼのすじ付け

～番外編：協力隊に５つの質問～

①名前・年齢・出身地

②得意な事

③江府町に来てよかった事

④江府町に来て困った事

⑤江府町で好きな場所



８月の農地相談会農業委員会総会 （7月13日（金）開催）
農地の売買、相続、転用に関することなど、

お気軽にご相談下さい。

◎ 相談日　８月２３日（木）

　　　　 　午後１時３０分～午後３時３０分まで

◎ 場　所　山村開発センター

以下、審議案件すべて承認されました。

農用地利用集積計画（案） ３件

農用地利用配分計画（案） １件

農地法第３条の規定による許可申請 １件

農地法第５条の規定による許可申請 １件

問い合わせ先　農業委員会事務局 ☎（75）6620

▲7月23日時点の新甘泉

農業公社の新甘泉栽培モデル事業経過

Ｈ27年

Ｈ28年

Ｈ29年

Ｈ30年

果樹棚（1300㎡）・かん水施設整備

苗木（180本）購入及び仮植え育苗防除機購入

苗木を4mまでのばした後に定植し、弓なりに折り曲

げ隣の苗木に接続（ジョイント栽培と呼ばれ初収穫

までの期間短縮及び剪定作業の簡易化が可能）

実がなる枝（側枝）を40㎝間隔になるように育てる。

開花期の霜対策及び人工授粉

果樹棚全体への網掛け（重労働である袋掛け作業な

しでの栽培が可能）

　

７
月
初
め
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、

悲
惨
な
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し
心
痛

む
ば
か
り
で
す
。
未
だ
多
く
の
方
が
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
梅
雨
明
け
宣
言
と
と
も
に
、

大
変
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、
熱
中
症

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か
外
で
の
農

作
業
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
新
制
度
に
よ
る
江
府
町
農
業

委
員
会
は
、
昨
年
７
月
20
日
に
町
長
の

任
命
に
よ
り
発
足
し
一
年
に
な
り
ま
す

が
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
対
策

や
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

向
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

私
は
、
奥
大
山
農
業
公
社
に
勤
務
し

て
い
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
の
場
で

「
農
業
後
継
者
対
策
の
一
翼
を
担
う
の

が
農
業
公
社
で
あ
り
、
公
社
自
身
の
経

営
を
強
化
し
、
各
地
域
の
営
農
組
織
と

連
携
し
な
が
ら
町
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
意

見
を
頂
い
て
お
り
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

奥
大
山
農
業
公
社
の
主
な
業
務
内
容
は

・
水
稲
栽
培
（
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

・
新
甘
泉
（
梨
）
の
栽
培

・
農
作
業
の
受
託

・
堆
肥
運
搬
・
散
布

・
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
管
理

な
ど
で
す
が
、
こ
の
中
で
も
皆
さ
ん
か

ら
よ
く
尋
ね
ら
れ
る
の
が
新
甘
泉
栽
培

で
す
。
関
心
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
の
で
、

右
下
の
表
で
簡
単
に
経
過
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

間
も
な
く
初
収
穫
を
迎
え
る
訳
で
す

が
、
細
い
苗
木
を
大
切
に
育
て
て
く
れ

た
の
は
、
こ
の
春
ま
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
だ
っ
た
藤
井
さ
ん
、
梅
木
さ
ん
の

お
二
人
で
す
。
真
夏
の
照
り
つ
け
る
日

差
し
の
中
で
の
水
や
り
や
、
冬
に
は
枝

が
折
れ
な
い
よ
う
に
雪
落
と
し
作
業
な

ど
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
新
甘
泉
が
江
府
町
の
特
産
品
と

な
る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
、
さ
ら
に
地

域
農
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
地
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方

は
役
場
農
林
産
業
課
か
奥
大
山
農
業
公

社
へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

農
業
委
員
会
並
び
に
、
奥
大
山
農
業
公

社
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

江府町農業委員

中田 泰さん
（御机）

農
業
委
員
の
ご
紹
介

17 平成30年８月号
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成
人
式
の
ご
案
内

　

江
府
町
成
人
式
を
来
年
１
月
に
開
催

し
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日　

平
成
31
年
１
月
13
日(

日)

●
対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
11
年
４
月
１
日
の
間

　
　
　
　
　

に
生
ま
れ
た
方
。

　

成
人
式
実
行
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

江
府
町
で
は
、
成
人
式
を
企
画
し
て

い
た
だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。「
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
な
」「
あ
の
人

を
呼
ん
で
み
た
ら
」
そ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
の
問
合
せ

先
ま
で
是
非
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
江
府
町
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
課
（
担
当  

中
川
）

電
話
０
８
５
9
ー

7
5
ー

2
0
0
5

江
府
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を

　
　
　
　

無
料
開
館
し
ま
す
！

　

８
月
16
日
（
木
）
〜
18
日
（
土
）
の
３
日

間
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
江

府
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
無
料
開
館
い

た
し
ま
す
。
駐
車
場
は
江
府
町
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
、
江
府
町
防
災
・
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
８
月
17

日
は
江
府
町
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の

駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

江
美
城
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
県
内
唯

一
の
金
箔
瓦
や
蜂
塚
氏
の
棟
札
な
ど
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
江
府
町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
担
当  

川
上
）

電
話
０
８
５
９
ー

７
５
ー

２
０
０
５

　

平
素
、
赤
十
字
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、「
平
成
30
年
大
阪
北

部
地
震
災
害
義
援
金
」・「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
義
援
金
」
を
左
記
の
と
お
り
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
義
援
金
名
称

①
「
平
成
３０
年
大
阪
府
北
部
地
震
災
害

義
援
金
」

②
「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」

●
募
集
期
間

①
平
成
３０
年
９
月
２８
日
（
金
）
ま
で

②
平
成
３０
年

１２
月
３１
日
（
月
）
ま
で

●
受
付
方
法

①
郵
便
振
替 

口
座
加
入
者
名 

「
日
赤
平

成
３０
年
大
阪
府
北
部
災
害
義
援
金
」

口
座
記
号
・
番
号  

０
０
１
２
０
ー

５
ー

５
８
７
８
６
４

② 

郵
便
振
替 

口
座
加
入
者
名 

「
日
赤

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」

口
座
記
号
・
番
号  

０
０
１
３
０
ー

８
ー

６
３
５
２
８
９

＊
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場
合
、

振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

＊
標
記
義
援
金
に
は
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。

＊
受
領
証
希
望
際
は
通
信
欄
に
「
受
領

証
希
望
」
を
明
記
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
受

領
証
の
発
送
ま
で
に
１
〜
２
か
月
お
時

間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は 

日
本
赤
十
字
本
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.jrc
.o

r.jp

）

【
問
合
せ
先
】日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部  

電
話
０
８
５
７
ー

２
２
ー

４
４
６
６

「
平
成
３０
年
大
阪
府
北
部
地
震
災
害
義
援
金
」

「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」
の
お
願
い

《試験日時》９月１６日（日）

《試験会場》日吉津村（時刻及び試験会場は受験票に記載されます）

《募集職種》一般事務、保育士、土木技師

※申込締切：８月１６日（木）午後５時まで

【受験資格】（住所要件なし）

■一般事務：昭和５８年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた人

■保 育 士：昭和５８年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた人で、保育士資格を有するか、

                 平成３１年３月３１日までに取得見込みの人

■土木技師：昭和５８年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた人

【第一次試験】

■一般事務：教養試験、事務適正検査、一般性格診断検査、作文試験

■保育士・土木技師：専門試験、事務適正検査、一般性格診断検査、作文試験

【申し込み】

試験申込書に所要事項を記入し、８月１６日（木）午後５時までに鳥取県西部町村会事務局に提出してください。なお、

同日までに到着するよう郵送されても差し支えありません。詳しくは募集要項をご覧ください。

【第一次試験合格発表】

１０月中旬、合格者に通知するほか、合格者受験番号を役場前掲示板に掲示するとともに、町ウェブサイトに掲載します。

【第二次試験】

１０月下旬から１１月中旬に第一次試験合格者に対して行います。内容は個別面接による口述試験。

【申し込みおよび問合せ先】

鳥取県西部町村会事務局 〒683-0054 米子市糀町１丁目１６０西部総合事務所新館２階 電話（０８５９-２２-２０４９）

住所要件なし！全国公募開始！

あなたの情熱と行動力が「３０００人の楽しいまち」をつくる

住所要件なし！全国公募開始！

あなたの情熱と行動力が「３０００人の楽しいまち」をつくる

平成３１年４月採用予定  江府町職員採用試験

18平成30年８月号
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医療保険の70歳以上の方の自己負担限度額の変更について医療保険の70歳以上の方の自己負担限度額の変更について

詳しくは役場福祉保健課（☎７５－６１１１）までお問い合わせください。

（参加料無料先着１５組予定　申込・問い合わせ　tunagarum@bss-kikaku.com）　

自己負担限度額（月額）

所得区分 外来（個人単位）の限度額 外来+入院（世帯単位）の限度額

現役並み所得者

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

57,600円

14,000円

<年間上限144,000円>

8,000円

8,000円

80,100円+

（医療費の総額-267,000円）×1％

57,600円

24,600円

15,000円

自己負担限度額（月額）

所得区分

現
役
並
み
所
得
者

外来（個人単位）の限度額 外来+入院（世帯単位）の限度額

課税所得
690万円以上

課税所得380万円
以上690万円未満

課税所得145万円以上
380万円未満

252,600円+（医療費の総額－842,000円）×1％
【 140,100円 】

167,400円+（医療費の総額－558,000円）×1％
【 93,000円 】

  80,100円+（医療費の総額－267,000円）×1％
【 44,400円 】

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

18,000円
<年間上限144,000円>

8,000円

8,000円

57,600円

24,600円

15,000円

※【　】内は過去1年間に4回以上は発生した場合の、4回目以降の限度額

　平成３０年８月診療分から下記表の太枠で囲んでいる部分の限度額が変更となります。
自己負担限度額は所得区分に応じて、一医療機関の窓口で支払う限度額です。その限度額を超えて
支払った場合、その超えた分が高額療養費として支給されます。また、申請により交付される認定
証を提示すれば（低所得者の方と現役並み所得者の方に交付されます）、一医療機関の窓口での支
払は限度額までとなります。

　江府町はじめ、大山山麓と日野川流域の美味しい恵みが、える・もーる商店街のひまわり駐

車場（旧やよい跡地）に集合！！朝どれ野菜や新米、個性派スイーツ、道の駅グルメから、バラエティ

豊かなフードカーに、フリーマーケット、試食コーナーや景品の当たるクイズやゲーム、ゆるきゃ

ら登場、楽しいミニステージも予定。９月１６日（日）と１０月１３日（土）に計２回、初開催し

ます！！家族そろってお出かけください！！

■と　き：９月１６日（日）　１０：００～１５：００

　　　　　１０月１３日（土）　１０：００～１５：００

■ところ：える・もーる商店街　ひまわり駐車場（旧やよい跡地）

■主　催：角盤町商店街振興組合（協力：江府町）

☆フリーマーケット参加者募集中

【平成３０年７月診療分まで】

【平成３０年８月診療分から】

♪♪大山山麓・日野川流域つながる
　　　　マルシェ inえる・もーる♪♪
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▲６月１２日の学習会で低栄養予防の
　ワンプレート料理を試作する様子

　移動式プラネタリウム、ＶＲオーロラ現象観測体験、宇宙食や天体

グッズの販売、そして休暇村奥大山の自然の中での星空観賞。

手に届くような本当に美しい星空に時を忘れるような感覚になりま

す。町内・町外の方をお誘いあわせの上、ぜひ体験にお越しください。

【その他の大山開山１３００年祭イベント】

●特別展示「大山山麓の至宝」　～「大山」ゆかりの刀を中心に～

　７月２９日（日）～８月２６日（日）　米子市美術館

●伯耆国大山開山１３００年祭記念・牛馬信仰の諸相

　８月４日（土）～９月２４日（月）　南部町・祐生出会いの館

●東大山古道トレッキング　

　９月１４日（金）～１６日（日）　倉吉市、琴浦町、大山町

●大山「星」のフェスティバル in むきばんだ史跡公園　～星と雅楽の夕べ～

　９月１５日（土）　大山町むきばんだ史跡公園
　

他にも多くのイベントが開催されます。

公式ホームページやフェイスブックにて

お知らせしています。

　食改（江府町食生活改善推進協議会）では毎年、地域活動の一つと

して「伝達講習会」を希望される集落で実施しています。食改対象の学

習会内容を、集落の公民館でお伝えするものです。この講習会は地域で

サロン活動などをしている団体や老人クラブにもご案内する予定です。　

　今年の講習会のテーマは「低栄養予防」と「こつこつ摂ろうカルシウム」

で、テーマに沿ったお話と調理実習を行います。高齢者の低栄養やカル

シウムの不足は、骨粗しょう症や転倒による骨折につながり、さらには寝たきりの大きな原因にもなりま

す。介護予防のためにも伝達講習会をぜひご利用ください。

　詳しくは江府町食生活改善推進協議会事務局（役場福祉保健課☎７５‐６１１１）にお問い合わせください。

伯耆国「大山開山1300年祭」実行委員会

　　電　   話　０ ８ ５ ９ － ３ １ － ９ ３ ７ １

　　公式ホームページ　　大山１３００　 検索

お問い合わせ先

☆☆☆大山「星」のフェスティバル in 休暇村奥大山☆

「伝達講習会」のご案内

☆☆　８月２５日（土）　１６：００～

小学生、中学生の学校給食調理をメインとしたお仕事です。

勤務先：江府給食センター

勤務時間：午前８時１５分～午後２時４５分（５時間３０分、休憩１時間）

休日：土・日・祝日、夏休みなどの長期休暇

その他、詳しい内容については下記担当者までお問い合わせください。

【問合せ】株式会社メフォス　担当：高田（たかた）　

　　　　　電話０８５９－３３－９６９３

学校給食の調理員さんを募集します！
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▲アナグマ・タヌキの食痕

▲「楽落くん」と棚で囲んだ畑

▲カラスの食痕

　

「
夏
野
菜
と
い
え
ば
？
」
と
言
わ
れ

る
と
最
初
の
方
に
あ
が
る
の
は
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

甘
く
て
お
い
し
い
野
菜
を
動
物
が
見
逃

す
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ナ
グ
マ
、

タ
ヌ
キ
、
カ
ラ
ス
な
ど
は
、
本
当
に
も

う
大
好
き
で
す
！
毎
年
、
被
害
相
談
が

あ
り
ま
す
が
正
直
な
話
、
被
害
が
出
る

前
ま
た
は
被
害
が
出
始
め
た
最
初
期
に

守
ら
な
い
と
、
食
べ
頃
を
狙
っ
て
一
気

に
襲
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
被
害
の
出
方
の
違
い
か
ら
。

ア
ナ
グ
マ
や
タ
ヌ
キ
の
場
合
、
茎
を
押

し
倒
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
を
地
面

に
落
と
し
ま
す
。
そ
の
際
に
爪
や
泥
痕

が
茎
に
残
り
ま
す
。
ま
た
、
落
と
し
た

実
の
地
面
側
は
食
べ
な
い
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
の
場
合
、
茎
や
実
に
つ
か

ま
っ
て
つ
つ
く
の
で
、
実
が
茎
に
つ
い

た
ま
ま
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

防
御
対
策
と
し
て
は
、
敵
が
ア
ナ
グ

マ
・
タ
ヌ
キ
な
ら
電
気
柵
、
カ
ラ
ス
な

ら
防
鳥
ネ
ッ
ト
が
効
果
的
で
す
。
電
気

柵
で
守
る
場
合
、
ア
ナ
グ
マ
・
タ
ヌ
キ

に
対
し
て
は
地
面
か
ら
５
〜
７
セ
ン
チ

に
１
段
目
を
張
り
、
10
セ
ン
チ
間
隔
で

２
段
目
と
３
段
目
を
張
り
ま
す
。
草
刈

り
が
非
常
に
面
倒
な
の
で
、
収
穫
前
の

み
設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
中
型
動
物
専
用
の
「
楽
落
く

ん
」
と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
と

電
気
柵
を
併
用
し
た
柵
も
あ
り
、
こ
れ

は
非
常
に
効
果
的
で
す
。
作
り
方
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

第５回

みんな大好き！
トウモロコシ

日野郡鳥獣被害対策協議会

実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72－1399

・古い扇風機の火災事故は、ほとんどの場合、長期

の使用による内部部品の劣化が原因です。モー

ターから異音がする、異常発熱する、ファンの回転

が不規則などがあれば、事故の予兆の可能性があ

ります。すぐに使用を中止しましょう。

・エアコン室外機の周囲は清潔に保ち、配管用壁穴

には隙間がないようにしましょう。

・エアコンの内部洗浄を行う際には、電気部品に洗

浄液がかからないよう十分注意しましょう。

・電源コードは途中でつないで接続したり、テーブル

タップを用いた延長接続はしないこと。

気をつけよう

くらしの中の危険

○消費生活相談員による相談窓口

　8月22日（水）、9月12日（水）　９時～１６時

　役場本庁舎１階会議室にて開催 （役場正面むかって右側の入り口からお入りください）

○通常の相談窓口

　平日：江府町役場　住民課（７５－３２２３）                

　土日：鳥取県消費生活センター（０８５９－３４－２６４８）                

扇風機やエアコンの火災事故が毎年発生しています。
製品に異常がないか、いま一度確認し事故を未然に防ぎましょう。

・長年使用していた扇風機の内部

部品が劣化し、ショートして発火

した。使用時に動作が止まること

があったが、そのまま使用を続け

ていた。

・エアコン室内機にゴキブリが侵

入し、基板に接触してトラッキン

グ現象を起こし発煙・発火した。

・エアコン洗浄した際、洗浄液が

内部の電気部品に付着し、トラッ

キング現象が発生して出火した。

・エアコンの電源コードを延長す

るため、他のコードと途中接続し

ていたところ、接続部分が異常

発熱し、電源コードから出火して

室内機が焼損した。

～気になることがあれば、まず相談を～～気になることがあれば、まず相談を～

事 故 事 例

～扇風機やエアコンからの出火～～扇風機やエアコンからの出火～～扇風機やエアコンからの出火～～扇風機やエアコンからの出火～

事故を防ぐには

21 平成30年８月号
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納税組合に加入されている皆様へ
　現在、納税組合を通じて税金・保険料を納

付していただいている皆様に、来年度以降の

納付方法についてご案内します。

　平成30年度をもちまして、納税組合での税

金・保険料の徴収を終了します。

　平成31年度からは以下のとおり、個人単位

での納付となります。

①関係書類の送付先

　納税義務者ごとに直接、ご住所（居所）へ
送付いたします。

②役場から送付する書類

・現金納付の場合　…　納税通知書と納付書

・口座振替の場合　…　納税通知書

　※固定資産税の場合は、上記に加えて固定
　　資産税課税明細書

③納付の方法

・現金納付の場合　…　納付書を金融機関

（山陰合同銀行・鳥取銀行・鳥取西部農協）

または役場本庁舎の出納室に持参していただ

き、納付してください。

・口座振替の場合　…　納付月の末日（休業

日の場合は翌営業日）に登録口座（山陰合同

銀行・鳥取銀行・鳥取西部農協・ゆうちょ銀

行）から引き落としされ、納付となります。

＜口座振替について＞

※新たに口座振替を希望される場合は、口座振

替の申込書が各金融機関（山陰合同銀行・鳥

取銀行・鳥取西部農協・ゆうちょ銀行）の窓

口にありますので、記入・押印の上、金融機

関の窓口にご提出ください。なお、口座振替

の開始は、お申し込みの翌月からとなります

（お申し込みの当月は変更となりませんので、

ご注意ください）。

〇ご不明な点がありましたら、役場住民課税務担当（電話：７５－３２２３）まで
　お問い合わせください。

～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～

井
田　

浩
之　

荒
田

大
庭
亜
希
子　

米
子
市

久　

連　

高
野　

敏
幸    

　　　　　       

滿

荒　

田　

井
上　

幸
子    

94
歳    

彌
之
助

（
住
所
） 

 

（
氏　

名
） 

（
年
齢
） 

 

（
世
帯
主
）　

）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
7
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　

武　

庫　

加
藤
真
由
美　

本
人
退
院

　

小
江
尾　

篠
田
由
紀
子　

本
人
退
院

　

洲
河
崎　

影
山　

茅
子　

本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　

西　

成　

山
本　

節
美　

父
幸
人
死
去

　

久　

連　

高
野　

道
子　

夫
敏
幸
死
去

　

荒　

田　

井
上
彌
之
助　

妻
幸
子
死
去

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

◎
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

ご
寄
付

人
の
動
き
７
月
届
（
敬
称
略
）

日

 

■まちの人口

　　　　　男

　　　　　女

■世帯数

人

人

人

（

（

（

 ）

）

）

 
 

世帯（  ）

7月末現在（　　）は前月比

応援ありがとうございます！

月31
現在

ふ る さ と 納
税

延申込件数

延寄付金額

7
平成30年

2,950

1,380

1,570

1,049 

8

3

5

－

－

－

1－

２１６件

２，６００，０００円

納付期限及び口座振替は８月３１日（金）です。

今月の国民年金

人 事 異 動（平成30年7月31日付）

【退職】

子供の国保育園　主任保育士　影山夕姫

・町県民税（2期）・国民健康保険税（3期）

・介護保険料（3期）

・後期高齢者医療保険料（2期） 納付期限 8月分  平成３０年10月1日まで

平成３０年４月から平成３１年３月までの国民年

金保険料は月額１６，３４０円です。保険料は日本

年金機構から送られる納付書により金融機関や

郵便局、コンビニで納めることができるほか、口

座振替やクレジットカードによる納付なども可能

です。保険料は納付期限（翌月末）までに納めま

しょう！

まちのお知らせ
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第２回　人権・同和教育講座　「たんぽぽ学級」　
開催のご案内

日　　時：８月２３日（木）　午後７時～８時３０分

場　　所：江府町防災・情報センター

講演内容：「一期一会の電話をとおして」　講師：伊藤 邦子さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会福祉法人いのちの電話事務局長）

8月
＝防災情報センター　　＝山村開発センター　　＝総合健康福祉センター　　＝江府町役場本庁舎　　＝高齢者創作館　　

＝本町5丁目集会所　　＝せせらぎ公園

防 開 福 役 創

せ本5

＝防災情報センター　　＝山村開発センター　　＝総合健康福祉センター　　＝江府町役場本庁舎　　＝高齢者創作館　　

＝本町5丁目集会所　　＝せせらぎ公園

防 開 福 役 創

せ本5

月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat 日　Sun

月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat 日　Sun

1413

押し花教室
午後1時～5時

防

防アイリス合唱団
午後7時～9時

防油絵・絵手紙教室
午後1時30分～3時30分

防ガールズダンス教室
午後7時～8時30分

18171615 19

防フラダンス教室
午後2時～3時30分

防フラダンス教室
午後2時～3時30分

防フラダンス教室
午後2時～3時30分

防和紙折紙教室
午後1時30分～3時30分

防ピアノレッスン
午後4時～午後5時30分

防ピアノレッスン
午後4時～午後5時30分

防ピアノレッスン
午後4時～午後5時30分

防ピアノレッスン
午後4時～午後5時30分

防ピアノレッスン
午後4時～午後5時30分

明徳学園開校日

防

ストリート
ダンス教室
午後6時30分～8時

防

ストリート
ダンス教室
午後6時30分～8時

防

ストリート
ダンス教室
午後6時30分～8時

防ストリートダンス教室
午後6時30分～8時

防ストリートダンス教室
午後6時30分～8時

創陶芸教室
午後1時～3時

防書道教室
午後1時30分～3時

本5書道教室
（広域隣保活動）

午前9時30分～11時30分

本5手芸教室
（広域隣保活動）

午前10時～正午

本5元気クラブ
（広域隣保活動）

午前10時～正午

本5囲碁教室
（広域隣保活動）

午後1時～5時

本5元気クラブ
（広域隣保活動）

午前10時～正午

23 24222120 25 26

防アイリス合唱団
午後7時～9時

防ピアノレッスン
午前9時～午後2時

防まなびや
午前9時～正午

防大正琴教室
午後1時30分～4時

防大正琴教室
午後1時30分～4時

防社交ダンス教室
午後2時～4時

防社交ダンス教室
午後2時～4時防

パッチワーク
　　　同好会
午前9時～11時30分

防
パッチワーク
　　教室（年間）
午後1時～3時

防
パッチワーク
　　　同好会
午前9時～11時30分

防
パッチワーク
　　教室（年間）
午後1時～3時

2827 29 30 31

防押し花教室
午後1時～5時

防

ガールズ
ダンス教室
午後7時～8時30分

防

ガールズ
ダンス教室
午後7時～8時30分

防

ガールズ
ダンス教室
午後7時～8時30分

防

ガールズ
ダンス教室
午後7時～8時30分

21

防ピアノレッスン
午前9時～午後2時

防江府町立図書館
おはなし会

午前10時30分～11時

9月

防アイリス合唱団
午後7時～9時

防アイリス合唱団
午後7時～9時

防いけばな教室
午後7時～8時

防奥大山カフェ
午後7時～9時

13 14121110 15 16

6 7543 8 9

防ピアノレッスン
午前9時～午後2時

防ピアノレッスン
午前9時～午後2時

十七夜前夜祭 江尾十七夜 ミニピアノサロン

人権・同和教育講座
たんぽぽ学級

防災・情報センター

午後2時～午後3時

要申込み・有料

午後７時～８時３０分

詳しくは下記に記載

人権・行政相談
午前９時～正午

防災・情報センター

職域対抗
ソフトテニス大会
江府町テニスコートにて

午後６時３０分開会！

江府町立図書館　８/１３～８/１７　開館時間　午前８時３０分～午後５時１５分まで

防
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江府町が好きな人なら、町内外問わず誰でも入会できるファンクラブが出来ました！

会員だけの特典が盛りだくさん！！特典は随時更新していきます☆

奥大山へ来て・見て・関わって・応援してくれるファンの輪を一緒に広げていきましょう♪

 
 

 
  

  
町内加盟店で

お得なサービスが受けられる

町内加盟店で

お得なサービスが受けられる

西田　進哉さん（佐川）

　高校卒業後、休暇村「奥大山」

での勤務を経て、１年前からチロ

ル観光で勤務。「旅行業に興味があ

り、この職場を受けました。業務

は事務・営業・運転など全般で、

大型２種免許を取得しているので

バスも運転します」と話されました。

　７月１５日の道の駅奥大山のイベ

ントは職場の先輩や同級生と共同

で企画を立案。「イベントを通して、

働く車のことや交通安全の大切さ

について、子どもたちに知っていただければと内容にもこだわりました。ミ

ニ四駆大会では大きなコースを用意して盛り上がりました。イベントを終え

て、今後の課題はありましたが、次に活かしていきたいです。まずは地元

から輪を広げていきながら、「町外からも人が集まるようなイベントなどを

今後も企画したいです」と抱負を述べられました。

　コミック版「天の蛍」（原作：松本薫、漫

画：小村博明）の表紙をイメージして江

美神社で撮影しました。

モデル：宇田川莉奈

撮影：重森真司

着付：松本良史（江府町地域おこし協力隊）

衣装：江府町観光協会

道具：下蚊屋荒神神楽保存会明神社

企画：江府町役場総務課　（敬称略）

カードが２種類から選べますカードが２種類から選べます

一般会員特典だけでなく、

ＶＩＰだけの特別特典が受けられます！

一般会員特典だけでなく、

ＶＩＰだけの特別特典が受けられます！

今月のフェイス今月のフェイス COVER －表紙の写真－

H
P
は

コ
チ
ラ
⇒


